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2001年
6,000万円
34人
東京都渋谷区
スリランカ（コロンボ）、ラオス（ビエンチャン）、
ベトナム（ホーチミン）
地方創生、中小零細企業開発、
農業農村開発、金融包摂、マーケティング、
海外進出支援
開発コンサルタント、
国際ビジネス支援コンサルタント
若干名
〒150-0013　東京都渋谷区恵比寿1-3-1
朝日生命恵比寿ビル10階
03-5791-5083
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か
い
は
つ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
Ｋ
Ｍ
Ｃ
）
は
、

「
地
域
が
経
済
的
、
社
会
的
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
、
地
域
住
民

が
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
社

会
の
実
現
を
支
援
す
る
」
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、
政
府

開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を
通
じ
た

国
際
協
力
事
業
と
、
企
業
の
海
外

進
出
支
援
事
業
を
二
つ
の
柱
と
し

て
途
上
国
の
開
発
支
援
に
携
わ
っ

て
い
る
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
は
、
農
村
開
発
部
、

地
域
産
業
開
発
部
、
中
小
零
細
企

業
開
発
部
の
３
部
署
が
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
な
ど
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
多
数
実
施
し
て
い
る
。

　

企
業
の
海
外
進
出
支
援
事
業
は
、

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
部
が
担
う
。

直
接
契
約
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
を
通
じ

て
の
途
上
国
進
出
や
事
業
展
開
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ

オ
ス
で
は
現
地
法
人
を
設
立
し
、

よ
り
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

　

Ｋ
Ｍ
Ｃ
で
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

ス
を
形
成
し
て
全
社
で
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

社
員
は
、
社
内
の
議
論
を
通
じ

て
定
め
た
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
、
人
材

育
成
活
動
を
行
う
。
若
手
社
員
に

指
導
係
と
育
成
係
の
先
輩
社
員
が

付
く
手
厚
い
社
員
育
成
体
制
を
取

っ
て
い
る
の
も
、
そ
の
一
環
だ
。

　

ま
た
年
２
回
開
催
す
る
社
員
合

宿
で
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し

て
直
面
す
る
各
課
題
を
社
員
同
士

で
議
論
す
る
。社
員
が
互
い
に
育
て
、

育
て
ら
れ
る
と
い
う
試
み
だ
。

　

代
表
取
締
役
社
長
の
岡
部
寛
さ

ん
は
「
私
た
ち
の
仕
事
は
現
地
の

人
が
自
立
で
き
る
よ
う
国
や
社
会

の
仕
組
み
の
変
化
を
促
す
こ
と
で

す
。
時
間
の
か
か
る
取
り
組
み
で

あ
る
一
方
、
成
果
を
評
価
さ
れ
る

厳
し
い
仕
事
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
し
た
業
務
を
一
生
の
仕
事
に
し

よ
う
と
い
う
覚
悟
と
意
欲
の
あ
る

方
を
望
み
ま
す
」
と
新
人
へ
の
期

待
を
語
る
。

住
民
が
幸
福
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
を
実
現

社
員
同
士
で

育
て
合
う

時間がかかっても
道はつながる

いずれは日本と海外を
つなぐ仕事を

地域産業開発部
コンサルタント

三
さんだんばたけ

反 畑 希世子さん

神戸大学法学部卒業 

かいはつマネジメント・
コンサルティング 入社

JICA国内事業部
（現民間連携事業部）
中小企業支援事業課
勤務（専門嘱託）

日本アイ・ビー・エム・
サービス 入社

東京大学公共政策
大学院修了

シエラレオネでJICAの
インターン 

 UNHCR駐日事務所で
インターン 

東京大学公共政策
大学院入学 

　高校時代にシエラレオネの内戦について知り、国
際問題に興味を持つようになりました。
　大学院を修了するまでの間に、国連難民高等弁務
官事務所（UNHCR）とJICAのインターンを経験
しましたが、すぐには国際協力業界への就職がかな
わなかったので、プロジェクトベースで仕事ができ
て海外でのチャンスもありそうな外資系企業へ。2
年ほど勤めた頃に起こった東日本大震災がきっか
けで、自分が本当にやりたいことは何かと考え直
し、仕事を辞めてJICAに専門嘱託として入りました。
でも、現場経験が足りないと考えていたので、より
現場に近い仕事ができるなら開発コンサルタントだ
ろうと、JICAの業務で知った当社に転職しました。
　私自身、ここまで来るのに時間がかかりました。
でも、勉強し続ければ道はつながるし、業界に入る
にはいろんな道があると知っておいてほしいです。

　現在エチオピアの中小企業向けのビジネスサービス開発支援プロジェク
トで、日本でいう中小企業診断士や、商工会議所の経営相談員に当たるよ
うな人材の能力向上をお手伝いしています。
　これまでヨルダンで観光開発、パキスタンで女性家内労働者支援、ベト
ナムやパプアニューギニアで日本の中小企業支援なども担当してきました。
これからは観光、ジェンダーの分野で自分の専門性を深めていけたらと思
います。やりがいを感じるのは、現場から直接反応が返ってきた時。エチ
オピアのプロジェクトでは、現場の相談員たちが、「これまで相談にうま
く返事できてなかったことがあるが、研修を受けてその解決法が見つかっ
た」と言ってくれました。
少しずつでも現場からプ
ラスになることを増やし
ていけたらなと思います。
今後は日本の自治体も視
野に入れて、日本と海外
をつなぐような仕事にも
チャレンジしていきたい
ですね。

エチオピアの中小企業支援案件での
打ち合わせ

パフアニューギニアの廃棄物処理案件
での聞き取り調査


